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〈要旨〉　子どもが認知する両親の養育スキルと子どもの自己開示，学校適応感

との関連について，小学5年生から中学3年生を対象に質問紙調査を実施した。

まず，父母別，性別，学年別による養育スキル尺度下位尺度の理解尊重スキル

と道徳性スキルの差異を検討した。理解尊重スキルについては，父親より母親，

男子より女子，小学 5年生と中学 3年生より小学 6年生，中学 3年生より中

学1年生の方が有意に高い得点を示した。道徳性スキルについては，父親より

母親，男子より女子が有意に高い得点を示した。また母親では中学2年生と中

学 3年生より小学 6年生，父親では中学 3年生より小学 6年生と中学 1年生，

また小学 5年生と中学 2年生より小学 6年生，小学 5年生と中学 1年生と中

学3年生では父親より母親の方が有意に高い得点を示した。また父親より母親，

男子より女子，中学3年生より小学6年生と中学1年生，小学5年生と中学2

年生より小学6年生の方が有意に高い得点を示した。次に，両親の養育スキル

が子どもの自己開示を媒介して，学校適応感を予測するのかを検討するために，

小学生と中学生別による多母集団同時分析を行った。小学生において，体験開

示には父親の理解尊重スキルから，感傷開示には母親の理解尊重スキルからの

パスが有意であった。友人関係には感傷開示と母親の理解尊重スキルから，学

習関係には感傷開示と母親の理解尊重スキルと母親の道徳性スキルから，教師
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関係には感傷開示と母親の道徳性スキルから，学校全体には感傷開示と母親の

理解尊重スキルからのパスが有意であった。中学生において，感傷開示には父

親の理解尊重スキルからのパスが有意であった。友人関係には体験開示と感傷

開示と母親の道徳性スキルから，学習関係には感傷開示と母親の理解尊重スキ

ルと母親の道徳性スキルから，教師関係には感傷開示と母親の理解尊重スキル

から，学校全体には感傷開示と母親の理解尊重スキルと母親の道徳性スキルか

らのパスが有意であった。

〈キーワード〉　養育スキル，母親と父親，自己開示，学校適応感

【問題と目的】
　小学生から中学生になると自己や環境が変化すると言われている

（Steinberg& Silk,2002）。自己の変化とは，身体的な成長・発達，性的成熟，

自我の発達などであり，環境の変化とは，学校移行をすることにより，教科担

任制，授業の困難さ，友人関係の変化，部活動の問題などで，多様であると言

われている。このような自己や環境の変化とともに，親子関係も変化すると言

われている（村上，2011；渡邉・平石・谷，2020など）。落合・佐藤（1996）

は児童期から青年期にかけての親子関係は 5段階を経過して心理的離乳へ向

かって発達的に変化していき，児童期の親子関係は「親が子どもを守る段階」，

青年期の親子関係は「子どもが困ったときに親が支援する段階」「子どもが親

から信頼・承認される段階」であり，変化することを指摘している。さらに，

Steinberg & Silk（2002）や渡邉・平石（2007）は，子どもの心身の変化に伴っ

て，親との葛藤や自律性の問題が顕在化してくるが，子どもの心理的適応には

親の養育態度の変化が重要であると述べている。これらより，小学生から中学

生にかけて，子ども自身の変化とともに，親子関係も変化し，子どもの適応感

を維持するには親の養育態度が重要であると考えられる。

　これまでの青年期の親子関係として，親の養育態度と子どもの適応感との関

連について，欧米や我が国でも数多く研究されてきている。これらの多くの研

究は，親の受容や温かい養育態度が子どもの適応感に良い影響を及ぼすとい
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う報告である（Maccoby & Martin, 1983; 辻岡・山本 , 1976, 1977; 内海 , 2013

など）。そこで，渡邉・平石（2007）はこれまでの青年期の親子関係は子ども

の心理社会的発達を促進する親の養育態度に焦点をあてており，これと同様に，

青年期の親子関係は子どもと親が相互的に影響を及ぼしあっていると考え，相

互調整的な養育態度が重要であると報告している。そこで，子どもと良好な関

係を構築・維持する親の養育態度を養育スキルと呼び，道徳性スキル，自尊心

スキル，理解関心スキルの3因子から構成される養育スキル尺度を作成してい

る。また，渡邉・平石・信太（2009）は，母親の養育スキルはまず子どもの

母子相互信頼感に影響を及ぼし，そして子どもの心理的適応に影響を及ぼすと

いう媒介変数モデルを検討している。その結果，子どもの行動を観察したり，

コミュニケーションを用いて，子どもに対する理解を深めるという理解関心ス

キルは，子どもの母子相互信頼感を向上させ，子どもの母子相互信頼感は心理

的適応に良い影響を及ぼすと述べている。

　これら一連の研究は，中学生とその母親を対象として実施している。小学高

学年から中学生にかけて，上述のように子ども自身や親子関係の変化が考えら

れるため，小学高学年から中学生を対象として検討する必要があると思われる。

そこで，渡邉・平石・谷（2020）は小学 5年生から中学 3年生とその母親を

対象に，渡邉・平石・信太（2009）の媒介変数モデルをベースとして検討を行っ

た。その結果，理解尊重スキルと道徳性スキルの2因子から構成される養育ス

キル尺度を見出した。また，中学生より小学生，男子より女子の方が理解尊重

スキルと道徳性スキルの得点が有意に高かった。さらに，小中学生と男女共に，

理解尊重スキルから母子相互信頼感に，理解尊重スキルと母子相互信頼感から

心理的適応に影響を及ぼしていたと報告している。これらの研究は，小学5年

生から中学3年生とその母親を対象としており，これまでの研究も子どもとそ

の母親を対象としている研究が多いと考えられる。現代の家族構成は多様であ

るが，父親と母親，その子どもという家族構成が最も多いと思われる。また母

親と子どもの関係だけでなく，父親と子どもの関係も子どもの発達や適応に影

響を及ぼすことが指摘されている（数井・無藤・園田，1996）。そこで，本研

究は小学5年生から中学3年生を対象に，子どもが母親と父親の養育スキルを
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どの程度認知しているか検討する。

　次に，子どもの性別や学年による養育態度の相違について述べる。渡邉・

平石・谷（2020）は子どもが認知する母親の養育スキルは男子より女子の方

が用いている頻度が多かったと報告している。Steinberg & Silk（2002）や

Renk, Liljequist, Simpson, & Phares（2005）も子どもの性別により親の養育

態度には相違があることを述べている。また，落合・佐藤（1996）や村上（2011）

は児童期から青年期の親子関係や親の養育態度には変化があると述べている。

これらより，父親と母親，性別，学年により，養育スキルには差異が認められ

るのか検討する。

　次に，親の養育態度と自己開示との関連について述べる。まず，自己開示と

は，他者が知覚しうるように自分自身をあらわにする行為であるとし，さらに

自分にとって重要な他者に十分に自己開示できるということは健康なパーソナ

リティにとって必須の条件であると言われている（Jourard,1959）。Snoek & 

Rothblum（1979）は高校生と大学生を対象に調査を実施し，両親の愛情の豊

かさが両親に対する自己開示だけでなく，友だちに対する自己開示度の高さと

も関係していると述べている。榎本・林（1983）は家庭の雰囲気や両親の態

度に対して肯定的なイメージを抱いている人は，友人に対して自己を開く傾向

にある。また中学生は，学校での悩み事や心配事，恋愛や友人関係での悩み事

を母親や教師に相談する人ほど友人によく自己開示していると報告している。

これらより，親との関係が良好な人ほど，友人に自己開示をしているといえよ

う。本研究では，母親と父親の養育スキルが子どもの自己開示にどの程度影響

を及ぼすのか検討する。

　最後に，子どもの自己開示と学校適応感との関連について述べる。小野寺・

河村（2002）は中学生を対象に調査を行い，自己開示が高い生徒は学校生活

の満足度やスクールモラールが高く，また中学生は学級の中で自己開示するこ

とにより学級全体への適応を高めていると述べている。これらより，子どもの

自己開示は心理的適応に良い影響を及ぼしているといえよう。本研究では，子

どもの自己開示が学校適応感にどの程度影響を及ぼしているのか検討する。

　以上の問題意識より，本研究は小学5学年から中学3年生を対象として，第
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一に，母親と父親，性別，学年による養育スキルの差異を検討する。第二に，渡邉・

平石・谷（2020）の媒介変数モデルを参考にして，子どもが認知する両親の

養育スキルが子どもの自己開示を媒介して，学校適応感を予測するのか検討す

る（Figure1）。

【方　法】
１．調査対象者：小学 5年生から中学 3年生 620人，内訳は男子 311人，女

子 309人，小学 5年生 188人，小学 6年生 136人，中学 1年生 114人，中学

2年生 76人，中学3年生 106人であった。

２．調査時期：2019年 7月上旬～9月上旬

３．調査内容

（1）基本的属性：学年，性別，家族構成を尋ねた

（2）養育スキル尺度：渡邉・平石・谷（2020）が作成した子ども用の養育ス

キル尺度16項目を用いた。「１．あてはまらない」～「５．あてはまる」の5

段階評価（1点～ 5点）で回答を求めた。理解尊重スキル 10項目と道徳性ス

キル6項目から構成されている。母親と父親に対する養育について回答を求め

た。理解尊重スキルとは，「子どもに肯定的なメッセージや自立・成長を促進

する態度を示したり，コミュニケーションを用いて子どもに対する理解を深め

る態度を示す」，道徳性スキルとは，「子どもに日常生活における規範，慣習，

生活態度を教示している」である。

Figure1　両親の養育スキルと子どもの自己開示，学校適応感の媒介変数モデル
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（3）自己開示尺度：岡田（2010）が作成した児童用自己開示尺度 10項目を用

いた。「１．あてはまらない」～「５．あてはまる」の5段階評価（1点～ 5点）

で回答を求めた。体験開示7項目，感傷開示3項目から構成されている。

（4）学校適応感尺度：石田（2009）が作成した学校適応感尺度を用いた。ただし，

調査を実施する学校と話し合いを実施し，下位尺度である友人関係3項目，学

習関係3項目，教師関係3項目，学校全体3項目を用いた。「１．あてはまらない」

～「５．あてはまる」の5段階評価（1点～ 5点）で回答を求めた。

４．手続きと倫理的配慮

　アンケート調査を実施する前に，学校長や担任教諭が質問項目を確認した。

調査を実施する際は，担任教諭がアンケート調査に記述してある文章を読み，

実施するにあたっては子どもが選択するように依頼した。調査表には，プライ

バシー保護，回答の自由，学校の成績には関係がないことについて明記し，参

加に同意する場合のみ質問に回答することを記述した。アンケート調査を実施

した後，担任教諭がすぐに回収した。

【結　果】
１．各尺度の平均得点（SD）と信頼性係数（α係数）

　母親の養育スキル尺度下位尺度である理解尊重スキルの平均得点（SD）と

信頼性係数（α係数）は 3.90（ .86），α= .88，道徳性スキルは 4.45（ .66），

α = .81，父親の理解尊重スキルは 3.80（ .93），α = .90，道徳性スキルは

4.31（ .81），α= .86 であった。自己開示尺度下位尺度である体験開示は3.46

（ .93），α= .83，感傷開示は 3.26（1.26），α=.90，学校適応感尺度の下位尺

度である友人関係は4.31（ .89），α= .81，学習関係は3.75（1.07），α= .87，

教師関係は3.72（1.08），α= .85，学校全体は3.68（1.08），α= .87 であった。

２．父母別，性別，学年別による養育スキルの三要因分散分析

　父母別，性別，学年別による養育スキル尺度下位尺度である理解尊重スキル

と道徳性スキルの差異を検討するために，父母，性別，学年を独立変数，理解

尊重スキル得点と道徳性スキル得点を従属変数とした三要因分散分析を実施し
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た（Table1）。その結果，理解尊重スキルについては，父親より母親（p <.01），
男子より女子（p <.01），小学 5年生と中学 3年生より小学 6年生，中学 3年
生より中学 1年生（p <.001）の方が有意に高い得点を示した。道徳性スキル
については，交互作用が有意であった。単純主効果検定（Bonferroni 法）を行っ

たところ，母親では中学 2年生と中学 3年生より小学 6年生（p <.01），父親
では中学 3年生より小学 6年生と中学 1年生（p <.01），また小学 5年生と中
学 2年生より小学 6年生（p <.01），小学 5年生と中学 1年生と中学 3年生で
は父親より母親（p <.01）の方が有意に高い得点を示した。また父親より母親
（p <.01），男子より女子（p <.05），中学 3年生より小学6年生と中学1年生，
小学 5年生と中学 2年生より小学 6年生（p <.001）の方が有意に高い得点を
示した。また，父親より母親（p <.001），男子より女子（p <.05），中学 3年
生より小学 6年生と中学 1年生，中学 3年生より中学 1年生（p <.001）の方
が有意に高い得点を示した。

Table1　養育スキルにおける父母，性別，学年による３要因分散分析
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３．小学生・中学生別の両親の養育スキルと子どもの自己開示，学校適応感と

の関連

　小学生と中学生の母親の養育スキルに差異が認められていることにより（渡

邉・平石・谷，2020），小学生と中学生別による両親の養育スキルと子どもの

自己開示，学校適応感との関連を検討するために，ピアソンの積率相関係数を

求めた（Table2）。その結果，小学生と中学生ともに，母親と父親の養育スキ

ル下位尺度である理解尊重スキル，道徳性スキルと子どもの自己開示下位尺度

である体験開示，感傷開示，学校適応感下位尺度である友人関係，学習関係，

教師関係，学校全体との間には有意な正の相関関係を認められた。

　次に，渡邉・平石・谷（2020）のモデルを参考にして，小学生と中学生別

による子どもが認知する両親の養育スキルが子どもの自己開示を媒介して，

学校適応感を予測するのかを検討するために，多母集団同時分析を行った

（Figure2, Figure3）。モデルの適合度は，x2=23.732（n.s.），d f 16, CFI=.997, 

RMSEA=.028 であった。適合度指標については，CFI は 1.00 に近いほど，

RMSEAは .00に近いほどデータとモデルの適応度が望ましいと言われており

（豊田，1998），十分な値を示しているといえる。

　小学生において，体験開示には父親の理解尊重スキル（β=.20,p<.05）か
ら，感傷開示には母親の理解尊重スキル（β=.28,p<.001）からのパスが有意
であった。友人関係には感傷開示（β=.25,p<.001）と母親の理解尊重スキル（β
=.27,p<.001）から，学習関係には感傷開示（β=.23,p<.001）と母親の理解尊
重スキル（β=.14,p<.05）と母親の道徳性スキル（β=.22,p<.001）から，教
師関係には感傷開示（β=.27,p<.001）と母親の道徳性スキル（β=.13,p<.05）

Table2　小学生と中学生別の両親の養育スキルと自己開示、学校適応感との相関関係
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から，学校全体には感傷開示（β=.13,p<.05）と母親の理解尊重スキル（β
=.25,p<.001）からのパスが有意であった。中学生において，感傷開示には父
親の理解尊重スキル（β=.19,p<.05）からのパスが有意であった。友人関係
には体験開示（β=.13,p<.05）と感傷開示（β=.27,p<.001）と母親の道徳性
スキル（β=.28,p<.001）から，学習関係には感傷開示（β=.21,p<.001）と
母親の理解尊重スキル（β=.17,p<.05）と母親の道徳性スキル（β=.24,p<.001）
から，教師関係には感傷開示（β=.27,p<.001）と母親の理解尊重スキル（β
=.16,p<.05）から，学校全体には感傷開示（β=.21,p<.001）と母親の理解尊
重スキル（β=.19,p<.01）と母親の道徳性スキル（β=.26,p<.001）からのパ
スが有意であった。

Figure2　両親の養育スキルと子どもの自己開示，学校適応感との関連（小学生）
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【考　察】
１．母親と父親，性別，学年による養育スキルの三要因分散分析について

　養育スキル尺度下位尺度である理解尊重スキルと道徳性スキルについて，母

親と父親，性別，学年による差異を検討するために，三要因分散分析を実施した。

その結果，理解尊重スキルについては，父親より母親，男子より女子，小学5

年生と中学 3年生より小学 6年生，中学 3年生より中学 1年生の方が高い得

点を示した。道徳性スキルについては，父親より母親，男子より女子，中学3

年生より小学 6年生と中学 1年生，小学 5年生と中学 2年生より小学 6年生

の方が高い得点を示した。理解尊重スキルと道徳性スキルは同様の結果である

と考えられる。これまでは，母子を対象として研究を行っており（渡邉・平石・

谷，2020），その際には子どもが認知する理解尊重スキルと道徳性スキルにつ

いては，男子より女子，中学生より小学生の方が高い得点を示したと述べてい

る。本研究とは，性別については同様の結果であるが，学年については小学5

年生が若干低い得点を示しており，子どもが認知する父親の理解尊重スキルを

加えたため，相違が認められたと考えられる。また，子どもは父親より母親の

方が理解尊重スキルと道徳性スキルを用いていると認知している。子どもは母

Figure3　両親の養育スキルと子どもの自己開示，学校適応感との関連（中学生）
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親の方が肯定的なメッセージや自立・成長を促進する態度やコミュニケーショ

ンを用いていること，日常生活で規範，慣習，生活態度を教える行動をとって

いることと認知していると思われる。石田・谷山（2017）は父親より母親の

方が子どもとの会話頻度が高く，学校での出来事，友だちのこと，勉強や成績

のこと，将来や進路のことなどについて会話していると述べている。また石田・

谷山（2017）は，学校での出来事や友だちのことについては，中学生より小

学生の方が母親との会話頻度が高いとも報告している。これらの研究結果は本

研究と類似していると考えられる。

　しかし，母親の理解尊重スキル得点は3.90，道徳性スキル得点は4.45，父親

の理解尊重スキル得点は3.80，道徳性スキル得点は4.31であり，高い得点（5

点満点）を示していると思われる。子どもは父親も理解尊重スキルと道徳性ス

キルを用いていると認知していると推察できる。また父親も母親と同様，日常

生活において，頻繁に規範や生活態度について教示していると子どもは認知し

ていると考えられる。先述の石田・谷山（2017）の研究結果においても，小

学高学年は学校での出来事を母親と会話しているが 89.1%，父親とは 61.2%，

中学生は友だちのことを母親と会話しているが88.2%，父親とは42.7％であっ

た。この研究結果も本研究と類似した結果であると推察できる。

２．小学生・中学生別の両親の養育スキルと子どもの自己開示，学校適応感と

の関連について

　子どもが認知する母親と父親の養育スキルが子どもの自己開示を媒介して，

学校適応感をどの程度予測するのか，小学生と中学生別に検討した。小学生で

は，母親の理解尊重スキルが感傷開示，友人関係，学習関係，学校全体を，母

親の道徳性スキルは学習関係，教師関係を予測していた。父親の理解尊重スキ

ルが体験開示を予測していた。感傷開示が友人関係，学習関係，教師関係，学

校全体を予測していた。母親が日常生活において，子どもに肯定的なメッセー

ジや自立・成長を促進する態度を示したり，コミュニケーションを用いて子ど

もに対する理解を深める態度を示すことが，子どもの落ち込んだときや悲しい

ときに友人に開示し，その開示が友人関係や学習関係などの学校適応感を予測
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している。これらより，小学高学年では母親の理解尊重スキルが重要であると

いえよう。

　中学生では，母親の理解尊重スキルが友人関係，教師関係，学校全体を，母

親の道徳性スキルが友人関係，学習関係，学校全体を予測していた。父親の理

解尊重スキルが感傷開示を予測していた。体験開示が友人関係を，感傷開示が

友人関係，学習関係，教師関係，学校全体を予測していた。母親の理解尊重ス

キルは体験開示や感傷開示を予測しておらず，直接学校適応感を予測しており，

小学高学年と同様に，母親が理解尊重スキルを用いて子どもと関わることは重

要であると考えられる。また小学高学年と同様，感傷開示が友人関係や学習関

係などの学校適応感には重要であるが，母親からではなく，父親からの理解尊

重スキルが感傷開示を予測しており，小学高学年より中学生において父親の関

わりの重要性が示唆された。菅原・八木下・詫摩・小泉・瀬地山・菅原・北村（2002）

は母親の養育の温かさは子どもの抑うつに抑制させるが，父親の養育の温かさ

は影響を及ぼさないと述べている。この研究は親を対象者に調査を実施してお

り，本研究の調査対象者とは相違があるが，今後は検討する必要があると思わ

れる。

　渡邉・平石・谷（2020）は，Cui, Morris, Criss, Houltberg, & Silk（2014）

やMorris, Silk, Steinberg, Myers, & Robinson（2007）の研究より媒介変数

モデルの重要性を指摘している。本研究でも同様に，母親と父親の養育スキル

が子どもの自己開示を予測し，子どもの自己開示が学校適応感を予測するとい

うモデルを実証することができたと思われる。また，これまでは母親と子ども

を対象とした研究がほとんどであったが（渡邉・平石，2007; 渡邉・平石・信太，

2009; 渡邉・平石・谷，2020など），子どもが母親と父親の養育スキルをどの

程度認知しているかという視点はこれまでの研究ではほとんどみられず，新し

い知見を提供できたと思われる。

【今後の課題】
　本研究は小学 5年生から中学 3年生を対象に横断的に質問紙調査を実施し

た。小高・紺田（2015）は青年期の親子関係を明らかにするためには，子ど
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もと親のそれぞれに焦点をあてることは重要であるが，子どもと親が相互に影

響を与えているため，相互作用という観点から親子関係を捉えることは重要で

あると述べている。本研究も同様に，母親，父親，子どもという3者から親子

関係を捉える必要があるだろう。

　次に，本研究は横断的に調査を実施したが，子どもの成長・発達と共に，親

の養育態度は変化すること（落合・佐藤，1996など），また横断的調査と縦断

的調査の結果には，相違が認められる可能性があると指摘されていることから

（岡林，2006），今後は，縦断的調査を実施し，母親と父親の養育スキルの認

知変化の相違を検討する必要があるだろう。

　本研究は，調査対象者数の関係により，小学生と中学生別の検討に加えて，

性別による検討ができなかった。母親と父親，子どもの性別によって，子ども

と親の関係性には相違があると思われる。特に，母親－娘関係については距離

間が近いと言われており（水本，2019），父親－息子，母親－息子，父親－娘

との関係とは相違があると推察される。今後，検討する必要があるだろう。
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Examining relationships between parenting skills, self-disclosure, 

and school adjustment

Kenji Watanabe（Education Department, Kogakkan University）

Rie Kato（Nakadaini Elementary School in Kakamigahara city）

Abstract

　The purpose of this study was to investigate the difference of parenting skills 

among mothers, fathers, sexes, and school grades.  It also investigatedwhether 

the parenting skills of mothers and fathers predicted self-disclosure and school 

adjustment, and whether self-disclosure predicted school adjustment by using 

a questionnaire to students from the fifth grade of elementary school to the 

third grade of junior high school.  The results showed that children scored 

parenting skills of mothers higher than those of fathers.  Girls scored higher 

than boys in parenting skills. Also, elementary school student sscored higher 

than junior high school students in parenting skills.  AS to elementary school 

students, understanding-respect skills of mothers predicted self-disclosure and 

school adjustment.  Morality skills of mother predicted school adjustment.  

Understanding-respect skills of fathers predicted self-disclosure.  Self-disclosure 

predicted school adjustment.  As to junior high school students, understanding-

respect skills and morality skills of mothers predicted school adjustment.  Self-

disclosure predicted school adjustment.

Keywords： parenting skills, mother and father, self-disclosure, school 

adjustment
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